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新本館計画

計画地 愛知県東海市
建物⽤途 事務所
敷地⾯積 5,321㎡
建築⾯積 2,016㎡
延床⾯積 9,619㎡
構造規模 S造、免震構造、８Ｆ

建物概要 1

愛知県東海市の愛知製鋼敷地内にある
既設本館（築55年）を新本館として建て替える計画

建替

既設本館 新本館

■ 建物概要 Ⅰ期⼯事
（事務所棟）

Ⅱ期⼯事
（ホール棟）

①快適性と知的⽣産性を向上させる
オフィス空間の創造

②先導的な省エネルギー・省CO2技術
の導⼊による環境貢献

③災害時に本社機能を確保しながら、
地域社会に貢献するBCP対策

全体コンセプト

2016年12⽉26⽇ 1期竣⼯ ⇒１年稼働
2018年 2⽉28⽇ 2期竣⼯



新本館計画省エネ・知的生産性システムの全体概要 2

キーワード
⾼ 効 率 技 術負 荷 抑 制 ⾃然エネルギー

ｴｺﾎﾞｲﾄﾞ排熱利⽤ﾃﾞｼｶﾝﾄ空調機

潜熱顕熱分離空調
外気取⼊CO2濃度制御

眺望と省ｴﾈを両⽴した⻄⾯ﾙｰﾊﾞｰ

節⽔型衛⽣器具

井⽔利⽤

クールチューブ＆クールピット

全⾯放射空調（天井・床・窓）

全熱交換器
⾼効率ヒートポンプ

外⽪負荷低減
Ｌoｗ-εガラス

外庇

空調負荷低減

外気冷房（ﾃﾞｼｶﾝﾄ+増強ﾌｧﾝ)

クールビズウォームビズ

照明負荷低減
⾼効率ＬＥＤ器具の採⽤
照明⼈感センサー制御

昼光センサー制御

⾃然採光（ﾙｰﾊﾞｰ⼀体型ﾗｲﾄｼｪﾙﾌ）

⽔利⽤の低減

電⼒負荷・全体負荷低減

⾃然採光（ｼｪﾙﾌ併⽤ﾊｲｻｲﾄﾞﾗｲﾄ）

超⾼効率アモルファストランス

冷暖フリーエアコン

調⾊・調光照明制御

屋外テラス利⽤促進設備

太陽光発電

BCP対策

⾮常⽤発電機＋ｵｲﾙﾀﾝｸ
井⽔利⽤(緊急時雑⽤⽔利⽤）

ｸｰﾙﾁｭｰﾌﾞ＆ｸｰﾙﾋﾟｯﾄ（避難場所へ供給）
トップライト利⽤ ⾃然採光

災害時1･2Fを避難場所として活⽤

知的生産性・快適性の向上と省エネ（ｴﾈﾙｷﾞｰﾊｰﾌ＝ZEB-ready）を目指す



新本館計画 3省エネと知的生産性を高める光環境計画

調光率

昼休み（消灯） 終業（残業抑制）

照度

始業(⽬覚め）

照度の変化

⾊温度

照度の変化

⾊温度の変化
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(%)
照度500lx 照度400lx 

『強』モード（中間期週明⽇）

『暖』モード（冬期）

『常』モード（中間期）

『涼』モード（夏期）

寒暖の感覚を季節毎に活⽤

<⾊温度の季節変化><照度・⾊温度の変化と時間毎の制御>

昼：5000Ｋ・⾼照度 ⼣：3000Ｋ・低照度

変化

ヒト本来の⽣体リズムに合わせ、照度と⾊温度を変化させ、⽣活リズムを整えつつ、照度を絞り省エネを図る

■調色・調光照明制御



新本館計画省エネと知的生産性を高める光環境計画

■ 眺望と省エネを両立した西面グラデーションルーバー

4

グラデーションルーバー内観・外観

⼯ 場

⼯ 場

新本館

視線

視線確保

⽇射遮蔽

平⾯詳細図⻄⾯断⾯図

グラデーション
ルーバー

⻄⾯に広がる⼯場への視線を確保しつつ、⽇射遮蔽を両⽴
させる縦型ルーバー（開⼝率を⾼さ毎に設定）を開発
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■ ルーバー一体型ライトシェルフ

省エネと知的生産性を高める光環境計画

建屋南⾯にルーバー⼀体型ライトシェルフを設け、
光を積極的に室内に取り⼊れる。
加えて、下部から上下するクライマー式⾃動制御ブライ
ンドによる⾃動制御を⾏っている。

ルーバー⼀体型
ライトシェルフ

南⾯断⾯図
（春秋分想定）

ライトシェルフ内観・外観

クライマー式
⾃動制御ブラインド
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北

横からの直達光は採光フィルムで
光りの向きを変え、上部へ反射

上部からの不快な直達光を遮断

■ ライトシェルフ併用ハイサイドライト

ライトシェルフ併⽤ハイサイドライト
（エコボイド上部）

省エネと知的生産性を高める光環境計画

ライトシェルフ

間接光

採光フィルム

ライトシェルフで反射させ
天井⾯を照らす

南

反射率の⾼い
拡散材で柔かい
光を下へ届ける

採光フィルム

（⼊射光）（出射光）

ライトシェルフ併⽤
ハイサイドライト

採光効果（12⽉12⽇12時）



新本館計画省エネと知的生産性を高める空調・換気計画

■ 天井・床・窓を活用した全面放射空調方式

7

頭寒⾜熱・全⾯放射
で快適な空間を実現

天井放射パネルのチャンバー
にはダンボールダクトを採⽤

ぺリメータ
処理エアコン

床しみだし吹出

天井放射パネル

セントラル熱源
（屋上設備ヤード）

インテリア
処理エアコン

OA

EA

デシカント式外気処理空調機

エアフローウィンドウ
窓⾯から
の放射

空調配置案全⾯放射空調システム

床冷暖房天井放射パネル エアフローウィンドウ

N

オフィスエリア

天井・床・窓⾯を放射⾯に活⽤した全⾯放射空調を⾏い、
快適性を⾼めると共にドラフト感がなく、集中できる
オフィス空間とすることで知的⽣産性を向上させる。

潜熱・顕熱分離空調を⾏い、運転効率の⾼い⾼顕熱型
エアコンを使⽤することで省エネ性を⾼めている。



新本館計画

■ エコボイド排熱利用全熱交換器付デシカント空調機＋外気冷房強化ファン

8省エネと知的生産性を高める空調・換気計画

エコボイドの上部に溜まる排熱を夏期はデシカントローターの
再⽣熱源として、冬期は全熱交で利⽤することで年間を通じて
省エネを図る建物⼀体型の新空調システムを構築
加えて、外冷強化ファンを併⽤することでさらなる省エネを図
ると共に新鮮外気導⼊による知的⽣産性の向上を狙った。

デ
シ
カ
ン
ト
ロ
ー
タ
ー

全
熱
交
換
器Ｃ

Ｏ

排熱空気

RA

SOA OA

EA

エコボイド排熱利⽤全熱交換器付デシカント空調機（夏期）
エコボイド
上部に溜まる排熱を利⽤

8F+オフィス基準階へ

除湿 熱交換冷却

熱交換再生

WC排気

外気冷房強化ファンOA

デシカント空調機エコボイド

新鮮外気 Stop Low Miｄ Hi

0 3 6 9CMH/㎡

外気導⼊イメージ
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■ 自然エネルギー利用の省ＣＯ２技術でインフラ設備の自立化をはかるＢＣＰ対策

自然エネルギーを利用したＢＣＰ対策

・災害時には１・2階ホール、2階ホワイエを⼀時避難場所として使⽤可能
・太陽光発電、クールチューブ＆クールピット、⾃然換気・⾃然採光、井⽔利⽤等

の常設の省エネ技術を活⽤して、⼀時避難者への⽀援を⾏う。

免震構造

優先WC

サーバー室

守衛室

⼤会議室
メイン災害
対策本部

防災時対応
会議室

優先WC 受⽔槽

雑⽤⽔槽

地下オイルタンク

既設井⼾の雑⽤⽔利⽤ｸｰﾙﾁｭｰﾌﾞ＆ｸｰﾙﾋﾟｯﾄ
（避難場所へ供給）

避難スペース

避難スペース備蓄
倉庫

⾃然採光

太陽光発電パネル

避難スペース

災害対策スペース

⾮常⽤発電機

避難スペース ・・・災害時に使⽤可能

災害時井戸利用

クールチューブ
取入口

改修

太陽光パネル

屋外テラストップライト 既設井戸
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空調
486

照明
214

コンセント
149

その他
48

897ＭＪ/㎡・年

（49.5％）

空調
689

照明
690

コンセント
393

その他
41

1,812ＭＪ/㎡・年

（100％）

省エネ評価 10

・⼀次エネルギー消費量
基準建物 ：１,８１２ＭＪ/㎡・年
提案建物 ： ８９７ＭＪ/㎡・年

・省ＣＯ２効果
基準建物 ：１,００５ton-CO2/年
提案建物 ： ４９８ton-CO2/年

■ 省ＣＯ2効果

基準建物は改修前の既設本館を想定した建物とし
エネルギー消費量を予測

⼀次エネルギー消費量の⽐較

ZEB-ready
達成

1年目実績（建替後）基準建物（建替前）

50.5％
削減

運⽤1年⽬実績値においてZEB－readyを達成
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1

3

5

7

9

11

13

15

建替前

建替後

知的生産性アンケート結果 11
■知的⽣産性の向上度（主観評価）

←知的⽣産性低下 知的⽣産性向上→

1% 3%    5%   10%   20%  30%   50%50%   30%   20%  10%  5%    3%     1%  ±0％低下 向上

（⼈） 知的⽣産性向上

建替前は3〜20％低下が多かったが、建替後は3〜20％向上と知的⽣産性評価が⼤きく向上

0

1

2

3

4

5
光環境

温熱環境

音環境

空気環境空間環境

IT環境

総合評価

■各環境 満⾜度の5段階評価
（1.不満 / 2.やや不満 / 3.どちらともいえない / 4.やや満⾜ / 5.満⾜）

・全体的にまんべんなく各環境の評価が向上
不満側から満⾜側に⼤きく改善

移転前（平均）全体

移転後（平均）全体

建替前（全体平均）
建替後（全体平均）

建替前
建替後




